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学校と家庭での小学校算数の学習の関連を図り、学校や家庭で児童の実態に即した指導を行え

ば学習効果があがると考えられる。本プロジェクトではネットワーク上に小学校算数の練習問題

や評価問題、解答等を用意して学校や家庭から活用できるシステムを開発した。これまでの実践

結果から、学校と家庭はネットワークを活用して児童の学習に関する情報を共有でき、児童の実

態を以前より正確につかむことができるようになるとともに、児童の実態に即した指導を行うこ

とができ、効率的な学習が可能になることがわかった。また、実践にあたった教師や保護者は児

童が積極的に算数の学習に取り組むようになったととらえていることがわかった。 
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１. はじめに 

家庭学習での復習は、児童が学校での学習の定

着を図るために練習問題を解いたり教師の指示し

た問題を解いたりすることが多かった。保護者は

児童の学校での学習の様子を児童のノートや教師

の連絡等から知り、必要に応じて児童に家庭学習

の指示を出していた。しかし、保護者はノートや

連絡帳だけでは学校で学習の様子を十分につかむ

ことができなかった。また、本時以前の学習内容

を完全に習得していない児童の場合、児童の実態

に即した家庭学習が必要であるが、保護者はその

情報を十分に得ることができなかった。 

教師は児童の家庭での学習状況を知って学校で

の指導に生かすことで、一人一人の児童の実態に

即した指導が可能になる。しかし、家庭学習の状

況をつかむためにノート点検などに多くの時間が

かかった。また、ノートだけからでは十分に様子

をつかむことはできなかった。 

そこで、ネットワークを活用して教師と保護者

が児童の学習に関する情報を共有して学習に生か

すことができるようなシステムを開発することに

し、学校と家庭が連携して小学校算数の学習を支

援するための「楽しく学ぶ算数・数学プロジェク

ト」を設立した。 

表 1 本プロジェクトのキーワード 

対象 キーワード 

子どもにとって さんすうがたのしい 
さんすうがよくわかる 

教師にとって 便利である 
家庭での様子がわかる 

保護者にとって 学力面での安心感がある 
学校の子どもの様子が分かる 

 ― 1 ― 



本プロジェクトでは今年度は小学校の算数を中

心に研究を進めることにした。 

２. 組織 

小学校１～６年の算数問題を作成するためには

多くの人手と時間が必要である。また、作成した

問題の妥当性、評価問題との関連、収集する個人

履歴の決定と個人情報の保護、作成する問題の

コード化と構造化などにも人手と時間が必要であ

る 1)2)。本プロジェクトでは岐阜大学や研究機関、

企業と協力することにした。また、県内の教師に

参加を呼びかけた。 

本プロジェクトではプロジェクト内にコード作

成チーム、練習問題作成チーム、評価問題作成チー

ム、実践評価チーム、評価チームを設けた(表２)。 
表 2 各チームの作業内容 

コード作

成チーム 

岐阜大学教育学部附属カリキュラム

開発研究センターに蓄えられた資料

を参考にして小学校算数の学習項目

コードを作成する。 
練習問題

作成チー

ム 

小学校１～６年の算数の練習問題・

解答等を作成し、改善する。 

評価問題

作成チー

ム 

小学校１～６年の算数の評価問題・

解答等を Web 上に作成し、問題や表

示形式などを改善する。 
実践 
チーム 

実践校での実践を行い、児童の実態

等を記録し、評価と指導に生かす。 

評価 
チーム 

作成した問題や表示形式の評価を行

う。 
実践校での実践の評価を行い、指導

方法や問題の改善を行う。 
 

算数の学習では以前の学習内容の定着が不十分

なために現在の学習の妨げになっていることがあ

る。例として、５年生の分数を使った計算が十分

にできない児童は、５年生以前に学習した分数の

定着が不十分な場合がある。そこで、本プロジェ

クトでは小学校１年～６年の学習項目のコードを

作成し、児童の学習履歴を小学校１年生から蓄積

できるようにした。 

今年度の実践は次に示す県内の５つの小学校や

研究機関で行うことにした。これらの実践校はへ

き地複式校や岐阜市内の学校等、学校規模やネッ

トワーク環境等の異なる学校を含んでいる。 

z 各務原市総合教育メディアセンター 
z 岐阜市立且格小学校 
z 羽島市立堀津小学校 
z 輪之内町立大薮小学校 
z 坂内村立坂内小学校 

３. 学校と家庭との連携 

児童は家庭では児童の実態に合わせて必要な内

容を必要な時間をかけて繰り返し学習することが

できる。そこで、ネットワークを活用して、児童

は家庭学習では、授業時間だけでは十分にできな

かった練習問題を解いたり、繰り返しの必要な学

習を行ったり、以前学習した内容の復習をしたり

する。本システムでは学校と家庭での学習を効果

的に組み合わせる(表３)。 

表 3 学校と家庭での活用 

学校 家庭 

  

○解き方を考えたり文

章を読み取ったりする

ような基礎的な学習を

一人一人がわかるまで

行う。 

○以前の学習内容のう

ち定着が不十分な内容

の補充をする。 

○学校で習得した考え

方を使って、授業時間だ

けでは十分できなかっ

た練習問題を解いたり

反復練習をしたりして、

定着を図る。 

○必要に応じて、以前の

学習内容の復習をする。

学習材

 

保護者教師

児童児童
学習の
記録 児童

ネットワークの活用 
学習材（問題・ヒント・解答等） 
個人履歴（教師・保護者用に） 
教師との連絡（児童－教師・保護者－教師）
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図１ Web ページから問題を取り出す 

学習材は岐阜大学のデータサーバに蓄積されて

おり、児童は学校や家庭で Web ページから学習材

を取り出す。児童はデータサーバから問題を取り

出すとき、問題を検索して取り出す。この操作は

児童には困難であるため、実践校では必要に応じ

て問題を各校の Web ページに登録してアイコン

をクリックするだけで取り出せるようにしている

(図１)。アイコンをクリックするだけで簡単に取り

出せるため、児童は学校や家庭から Web 上の問

題・ヒント・解答等の学習材を利用することがで

きる(図２)。  

練習問題は印刷して式や解答等を書き込み、保

護者に見せ、教師に提出する。学習内容に従って

順に利用する必要はなく、必要な問題を取り出し

て利用する。児童の実態に合わせて、同じ学習内

容に関する問題を複数用意している。 

評価問題は複数の練習問題の内容を評価できる

ように作成している(図３)。児童が Web 上の評価

問題に解答することによって個人履歴がサーバに

蓄積される。使用するソフトウエアは Internet 

Navigwareを小学校の児童向きに変更したもので

ある。サーバに蓄積された個人履歴はパスワード

を設定して、児童の保護者と教師にのみ閲覧でき

る。 
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48
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図 ３ 評価問題 

教師は個人履歴を参考にして一人一人に応じた

指導を行ったり、学校での授業改善に役立てたり

する。保護者は個人履歴を参考にして家庭での学

習内容を決めたり、児童に助言をしたりする。 

保護者や児童はメール等を使って教師に質問し

たり連絡したりすることができる。一人一人に応

じた問題は教師からの指示や連絡によって伝えら

れる。保護者や児童は指示された問題を実施する

理由を尋ねたり、学習内容の深化・充実のために図２ 取り出した問題 

 ― 3 ― 



家庭でさらに他の問題をやるために質問したりす

るときに利用する。家庭での学習はその日に学校

で学習した内容を復習したり練習したりして習熟

を図る場合と以前に学習した内容の定着を確認す

る場合がある。その日の学習内容や以前に学習し

た内容に関する問題は保護者や児童が必要な問題

をＷｅｂページやＣＤから取り出して利用する。

取り出す問題は教師が指示した問題の他、保護者

の判断で取り出すものもある。児童は自分に指示

された問題の種類や繰り返す回数を知ったり、問

題や解答等を利用したりすることができる。保護

者は問題の指示や問題、解答を利用することがで

きる。ヒントを必要とする児童もいるため準備を

進めている。 

評価問題はＷｅｂ上で閲覧して解答を入力する

が、実施する問題は教師からの指示で行う。児童

は問題の指示、問題、解答を得ることができる。 

表 4  

対象  

児童 教師 保護者

問題の指示 ○  ○ 

問題 ○  ○ 

ヒント ○   

練
習
問
題 解答 ○  ○ 

問題の指示 ○  ○ 

問題 ○  ○ 

解答 ○  ○ 

評
価
問
題 学習履歴  ○ ○ 

 

本プロジェクトでは２学期より各実践校で実践

を行っている。実践校はへき地複式校や岐阜市内

の学校、各家庭が光ファイバーで接続されている

学校等を含んでおり、学校規模やネットワーク環

境の異なる学校である。これまでの実践から、ネッ

トワーク環境の整っている学校では「力だめし」

の問題を児童が自分でプリントアウトして利用す

る事例が報告されている。 

また、坂内小学校の保護者へのアンケートでは、

「『力だめし』をやって、算数の問題が解けるよう

になりましたか」の設問について半数の保護者が

肯定的に捕らえていることが報告されている(図

３)。 

7. 『力だめし』でお子さんは算数の問題が

解けるようになったと感じますか？

50%

10%

5%

35%
感じる

分からない

図 3 算数の問題が解けるようになりましたか 

変わらない

感じない

４. おわりに 

本プロジェクトでは、今後、次の内容で研究を

進める予定である。 

① 実践校を募集し、実践に参加する児童数を増

やして実践事例を収集・公開する。 

② Web 上の問題の改善・追加を行う。単純に問

題数を増やすと児童が選択に迷うことになる

ため、難易度で区別できるようにする等の検

討を加える。 

③ Web 上の評価問題の作成を行うとともに、提

示方法や問題作成、個人履歴の管理や活用方

法について研究する。 
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